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対
たい
称
しょう

1Ｅ
イー
　2Ｆ

エフ
Ｅ　3ＥＤ

ディー
　4Ｅ

垂
すい
直
ちょく
、等しく

1 2 折ったときに両側の形がぴったり重なるとき、その
折り目の直線が対称の軸

じく
になります。

対称の軸は縦
たて
の直線とは限りません。

1点Ｇ
ジー
　2辺ＧＦ　3垂直　4等しく 12対称の軸で折ったときに、重なる点や辺が対応

する点や辺になります。
34対応する点を結ぶ直線は、対称の軸と垂直に交
わり、対称の軸から対応する2つの点までの長さ
は等しくなります。

1
2ページ

1

2

3ページ
1 1

2 2
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1 　2 対応する点をとってから線をひきます。
1右の図のように、ます目の数をあわせて、対応す
る点をとります。

2右の図のように、対称の
軸と垂直に交わる直線を
ひき、対称の軸からの長
さが等しくなるように対
応する点をとります。
長さは、定規で測るか、コンパスであわせます。

1Ｅ　2Ｆ　3ＥＦ　4ＦＡ
エー
　5Ｅ　6Ｆ

対称の中心Ｏ
オー

、等しく

1点Ｃ
シー

2対称の中心
3辺Ｂ

ビー
Ｃ

4等しくなっている。

点対称な図形では、対応する点を結ぶ直線は、すべ
て対称の中心を通ります。
また、対称の中心から対応する2つの点までの長さ
は等しくなります。

1 2 対応する2つの点を結ぶ直線を2本ひくと、2つの
直線が交わった点が対称の中心になります。

1

2

対称の中心を通る直線をひき、対称の中心からの長
さが等しくなるように、対応する点をとります。
対応する点をとるときは、下の図のようにあわせま
す。

1線　21　3点　4対角線　5点　62

3 ア

イ

ア

イ

3

3ます 3ます

4ページ
1

2

5ページ
1 1

2 対称の中心 対称の中心 2

3

O

O

3

3
ま
す

4ます

4ます
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6ページ
1
2

正五角形 正六角形
対称の中心
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1（㋐、3）、（㋑、1）、（㋓、4）、
（㋔、2）、（㋖、2）
2㋓、㋔、㋕、㋖（対称の中心は図の◦）
㋓  ㋔

㋕ ㋖

3㋓、㋔、㋖
4㋕
㋐6　㋑7　㋒8　㋓*　㋔○　㋕*　㋖○

1対称の軸は下の図のようになります。
2点対称な図形では、対応する点を結ぶ対角線に注
目しましょう。
㋐ ㋑ ㋓

㋔ ㋖

　

線対称…㋐、㋒
点対称…㋑、㋓

㋐ ㋑

㋒ ㋓

　
1直線ＡＣ
290&
34 cm
4右の図

直線ＡＣが対称の軸で、点Ｂと点Ｄが対応します。
3ＥＢとＥＤの長さは等しく2cmになるから、
ＢＤの長さは4cmになります。
4線対称な図形では、対応する点を結ぶ直線は、対
称の軸と垂直になります。点Ｆを通り直線ＡＣに
垂直な直線と辺ＣＤが交わる点が点Ｇになります。

1点Ｄ
2右の図
3右の図

1点対称な図形では、対応する辺は平行になります。
辺ＡＦと辺ＤＣが平行であることから、点Ａと点
Ｄ、点Ｃと点Ｆが対応する点になります。
2直線ＡＤ、直線ＣＦ、直線ＢＥのいずれか2本を
ひくと、それらが交わる点が対称の中心になりま
す。
3点対称な図形では、対応する点を結ぶ直線は、
必ず対称の中心を通ります。
点Ｇと対称の中心を通る直線をひき、辺ＣＤと交
わる点が点Ｈ

エイチ
になります。

7ページ
1

2

1

2

正五角形 正六角形

対称の
中心

対称の中心

正七角形 正八角形

8〜9ページ
1 1
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1

2

1対称の軸からの長さが等しくなるように対応する
点をとります。
2対称の中心からの長さが等しくなるように対応す
る点をとります。また、対応する辺どうしは平行
になることにも注意します。

16本
2

1右の図のように6本あります。
2直線ＡＢと垂直に交わる対称
の軸を考えます。

対角線を2本ひき、それらが交わる点（対称の中心）
と点Ａを通る直線が求める直線になります。
点対称な図形は、対称の中心を通る直線で2つの図
形に分けると、合同な図形になります。
合同な図形は、面積も等しくなります。平行四辺形
は点対称な図形です。

1㋐、㋔
2㋒
3㋑、㋓、㋕
4㋓、㋔、㋕

円は線対称でもあり、点対称でもあります。
正多角形はすべて線対称であり、対称の軸の数は辺
の数と等しくなります。
辺の数が偶

ぐう
数
すう
である正多角形は、点対称にもなりま

す。
円の中心を通る直線は対称の軸になります。円の中
心を通る直線はいくらでもひくことができます。

㋑

「線対称」「点対称」という平面図
形の分類の仕方のひとつを学びます。「左右対称」は形の
美しさを表現することばとして使われています。一緒に
身の回りにある対称の形をさがしてみましょう。

線対称な図形の半分、点対
称な図形の半分から、残り半分をかいて完成する練習を
くり返しておきましょう。それぞれの意味、性質のすべ
てを身につけることができます。

でき上がった図を折ったときにどうなるかを考えま
しょう。
線対称な図形を対称の軸で折ると、ぴったり重なり
ます。

上の図のようになり、答えは㋑になります。

4 ア

イ

O

4

5
A

B

6 A

5

6

7 7

8 8

折る

折る

折る
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文字と式

1160　2x
エックス

21a
エー
　25　3a　45

13　212　34　416　5x　64　7y
ワイ

1120*x　2a*8

127枚
まい

2x*2+3

1㋐150　㋑360　㋒525　㋓1200
230*x=y

数を文字におきかえても、式そのものの形は変わり
ません。
2平行四辺形の面積=底辺*高さ
112*2+3=27（枚）
21束の枚数が x枚だから、2束では、

(x*2)枚になります。あと3枚あります。
1㋐30*5=150
㋑30*12=360
㋒30*17.5=525
㋓30*40=1200
2縦
たて

30 cm、横 x cmの長方形になり、面積は、
(30*x) cm#となります。

11x　26　2132　26　326　426
1x　27　342　47　56　66

117　218　34.3　412　55　635 12たし算の式の xは、ひき算で求めることがで
きます。
1x+9=26 　　x=26-9=17
217+x=35　　x=35-17=18
3xから 2.8をひくと 1.5になる。
→ xは 1.5より 2.8大きい。たし算で求めます。
x-2.8=1.5　　x=1.5+2.8=4.3
45かけ算の式の xは、わり算で求めることがで
きます。
4x*8=96 　　x=96/8=12
512*x=60　　x=60/12=5
6わり算の式の xは、かけ算で求めることができ
ます。x/7=5 x=5*7=35

1式　x-5=12　　x=17
2式　x*7=28　　x=4
3式　x/8=0.3 x=2.4

15個食べると、(x-5)個残ります。
x-5=12 x=12+5=17

21週間は7日です。1日にxページしたとすると、
(x*7)ページしたことになります。
x*7=28　　x=28/7=4
31人分は (x/8) lです。

x/8=0.3　　x=0.3*8=2.4

2
10ページ

1

2

11ページ
1

2

3

1

2

3

12ページ
1
2

13ページ
1 1

2 2

23/12/11 ぴったり _学図算数６年 _解答

三校



6

1㋐60　㋑72　㋒84　㋓68　㋔80　㋕92
27

1㋐、㋑、㋒は、12*xの xに、5、6、7をそ
れぞれあてはめて計算します。
㋓、㋔、㋕は、㋐、㋑、㋒のそれぞれに8をたし
て求めます。
㋐12*5=60　　㋑12*6=72
㋒12*7=84　　㋓60+8=68
㋔72+8=80　　㋕84+8=92
21の結果から、xが7のとき、12*x+8=92
になることがわかります。

1110　26*x　3㋐
21い　2縦　3う　4横　5㋒

1㋐ＡＤ　㋑ＢＣ　㋒ＣＤ　㋓ＡＢＣ
2い

12つの三角形ＡＤＣとＡＢＣに分けて考えていま
す。
2あは、2つの三角形に分けているので、1のふみ
おさんの考えと同じく、「x*4/2+5*4/2」
と表されます。
いは、三角形と長方形に分けています。三角形の
底辺の長さは (5-x) cmなので、面積の和は、
「(5-x)*4/2+4*x」と表されます。
うは、合同な台形をくっつけて長方形を作り、そ
の面積の半分として考えています。長方形の縦は
4cm、横は (x+5) cmなので、求める面積は、
「4*(x+5)/2」と表されます。

1㋑　2㋐　3㋒ 1縦が (8-5) m、横が x mの長方形の面積と、
縦が8m、横が (9-x) mの長方形の面積の和の
式になっています。
2縦が8m、横が9mの長方形の面積と、
縦が5m、横が x mの長方形の面積の差の式に
なっています。
3縦が5m、横が (9-x) mの長方形の面積と、
縦が (8-5) m、横が9mの長方形の面積の和の
式になっています。

11000-x=320
2x*5=57.5
3x*8+20=140
または、20+x*8=140
148　263　36　491　55.2　61.9

2平行四辺形の面積=底辺*高さ
3あめ8個で (x*8) g、箱の重さを加えると、

(x*8+20) gになります。

1x+15=63　　x=63-15=48
2x-23=40　　x=40+23=63
3x*16=96　　x=96/16=6
4x/7=13 x=13*7=91
5x+2.8=8 x=8-2.8=5.2
6x*4=7.6 x=7.6/4=1.9

3 3

14ページ
1

15ページ
1 1

2 2

16〜17ページ
1

2

1

2

23/12/11 ぴったり _学図算数６年 _解答

三校



7

1式　x+7=46 x=39
2式　x-12=24 x=36
3式　x*4=1400　　x=350

17年後は、(x+7)さいになります。
x+7=46　　x=46-7=39
212個食べると、(x-12)個残ります。

x-12=24　　x=24+12=36
3x mlが4本で、(x*4) mlになります。

x*4=1400　　x=1400/4=350
1x*6+5
2x*6+5=77
312

1㋑　2㋓　3㋐　4㋒

1 1箱の個数*箱の数+5
31で作った式 x*6+5の xに9、10、11、…
をあてはめて計算し、77になるときの xが答え
になります。
xが 9 →  9*6+5=59
xが 10 → 10*6+5=65
xが 11 → 11*6+5=71
xが 12 → 12*6+5=77
㋐x mの3本分の長さは、(x*3)m
㋑x mと3mの和になるので、(x+3) m
㋒x mを3人で分けたときの1人分の長さは、

(x/3) m
㋓x mから3M切り取ると、残りは (x-3) m

1㋐7　㋑78　㋒78　㋓6　㋔13
2x=16
3x=14

数量を xや y、aなどの文字で
表して式を作ることを学習します。算数から中学の数学
への橋渡しの役目を果たす極めて重要な単元です。

文字を数字と考えて、今ま
で通りに式をつくりましょう。たし算とひき算、かけ算
とわり算、それぞれ逆の計算がポイントです。

2x*9+6=150
 x*9=150-6
 x*9=144
 x=144/9
 x=16

37*x-8=90
 7*x=90+8
 7*x=98
 x=98/7
 x=14

分数と整数のかけ算とわり算

112　23　32　43　52　63　76
212　23　34　43　51　61　73
111　211　31　42　511　62　75　81　92

5
3 m# * *

5
1 3 5

1 3
5
3= =

3 3

4

5

4

5

11 11

3
18ページ

1

2

19ページ
1 1
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1 9
4　2 11

8 　311 5
1

5
56
c m　4 4

3

53 2
1

2
7
c m　66

1 * *
9
2 2 9

2 2
9
4= =

2 * *2 2
11 4 11

4
11
8= =

3 * *
5
7 8 5

7 8
5

56 11 5
1= = =

4 * *1 6 1
8 4

3
8
6

4

3

= =

5 * * 3 26
7 3 7

2
7 1

6
3

2

1

= = =

6 * *
3
2 9 2 63

9

1

3

= =

19 5
4

5
49
c m　25 2

1
2

11
c m　321

415 3
1

3
46
c m

1 * * *1 2
5 7 9 5

4
5 7 7

5
7 7

5
49= = = =

2 * * *1 11 56
5 3 6

11 3 2
11

2
1

6
3

2

1

= = = =

3 * * * 212 3
1 9 3

7 9 7
3
9

1

3

= = =

4 * * *5 15 12 9 6 9
23 6 23

3
46

39
6

3

2

= = = =

*1 6 104
3

2
1=  答え　 m m10 2

1
2

21
c m * * *66 6 1 11 4

3
4
7 7

2
21 0 24

2

3

= = = =

115　25　320
211　23　31　427
111　211　311　41　51

1 /38
5

2

 答え　24
5 m#

1 32
7 　2 12

5 　3 15
8 　4 1

21　5 15
2 　

6 26
5

2 / *38
5

8 3
5

24
5= =

1 / *8 8
7 4 4

7
32
7= =

2 / *6
5 2 6 2

5
12
5= =

3 / * 15
8 3 5 3

8
5

8= =

4 */6
7 217 18 1

18
6
1

3
= =

5 / *15
14 7 15 15

2
7

14

1

2

= =

6 / *1 13
20 8 3 26

5
8

20

2

5

= =

2 2

3 3

4 4

20ページ
1

2

21ページ
1

（dL）210 3

1m

1m

2

11

2

23/12/11 ぴったり _学図算数６年 _解答

三校



9

1
17
50　2 11

4 　3 2
9　41 1

3 3
4
c m 1 / / *1 10

17 510
7 5 10 5

17
50
17= = =

2 / / *2 111
6 7 11

28 7 11 1
4

7
28

1

4

= = =

3 / / *
82 8 13

2 12 3 2 3 9
2

12
3

2

= = =

4 / / *5
0

3 5 3
0 5 3 3 36 2 2 4 1 12

1

4

= = = =

/4 3
2 6 7

9=  答え　9
7 kg 1mあたりの重さ=全体の重さ/長さ

で求めます。

/ / *
1

3 3
1

34 2 6 4 6 9
7

6
4

3

7

= = =

1㋐4　㋑8　2㋐3　㋑15

1 7
6　21 8

7
8

15
c m　33 3

1
3

10
c m

413 3
1

3
40
c m　521　636

3 * * 36
5 4 5

3
10

3
1

6
4

3

2

= = =

4 * *
3 13 3

1
9

10 12 10 40
9
12

3

4

= = =

5 * * *1 5 15 215
2 15 7 7

5
15

1

3

= = =

6 * * *11 12 7
4 4 7

18 4 18 367
4

1

2

= = =

1 48
5 　2 9

2　3 5
2　4 14

3

51 1
7
4

7
1

c m　6 25
17

3 / *5
4 2 5 5

2
2

4

1

2

= =

4 / *7
9 6 7 14

3
6

9

2

3

= =

5 / / *7 7
6 5 7

55 5 7 7
11 1 7

4
5

55

1

11

= = = =

6 / / *10
4

5
4 10 5

4 10 5 25
76 3 13

5

71

= = =

式　 *10 65
3 =  答え　6分 10日間なので、1日分の 10倍です。

* *
5
3 10 63

5
10
2

1
= =

式　 *1 1 8 9 1
6 3=  答え　 kg kg9 3

1
3

28
c m 8mは1mの8倍です。

重さも8倍になります。

* * *1 6
1 8 6

7 8 3
28 9 3

17
6
8

3

4

= = = =

3 3

4 4

22〜23ページ
1

2 2

3 3

4 4

5 5

23/12/11 ぴったり _学図算数６年 _解答

三校



10

式　 /9 7 9
14 2=  答え　9

2 l 1週間は7日なので、7でわります。

/ *79 7 9 9
14 214

1

2

= =

式　 /47 5 3 2 5
3=  答え　 m m2 5

3
5

132 2c m / / *
4 17 5 3 5

39 3 5 5
3 2 5

3
3

39

1

13

= = = =

分数どうしの乗除を扱う単元 4、
5 へつながる学習です。特に、分数/整数が分母にそ
の数をかけることと同じであることを理解することが重
要です。

計算のと中で約分ができる
かどうかに注意しましょう。文章題では、分数が出てき
ても、整数や小数のときと同じように考えて、式を書け
ばよいです。

分数×分数

1 5
1　22　3 5

1　42　5 15
2

113　25　3 53
6 　215　24　3 32

15

1122　22　322　41　544　65　78 5
4　211　21　312　45　5 52 2

1 5
4

2㋐4　㋑ 5
4　㋒4　㋓5　㋔ 15

8

1 8
3　2 45

16　3 48
35　41 21

19
21
40
c m 1 * *

*2
1

4
3

2 4
1 3

8
3= =

2 * *
*

5
2

9
8

5 9
2 8

45
16= =

3 * *
*

6
7

8
5

6
7 5

48
35

8= =

4 * *
* 1 213

4
7

10
3 7

4 10
21
40 19= = =

1 3
1　2 35

8 　31 2
1

2
3
c m　45 6

5
6

35
c m

5
8
9　66 3

2 20
3c m

1 * *
*

5
2 5

5
2

6
5

3
1

6
1

1 1

3
= =

2 * *
*

21
10

25
12

35
8

21 25
10 12

7 5

2 4

= =

3 * * *
*

88
3

8 2 2
13 9

4 27
9
4 3 19

27 4

2 1

3 1

= = = =

4 * * *
*

9 8
20 212 9

2 2 8
5

9
2

8 6
35 5 6

50 21

3 2

5 7

= = = =

5 * * *
*

9
2 44 9

2
1
4

1 9
2

9
8= = =

6 * * *
*

6
5

3 36
5 8 1

8
1

5 20 6 2
6

8

3

4

= = = =

6 6

7 7

4
24ページ

1

2

3

25ページ
1

2 2

3 3
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11　210　33　4 3
1　5小さい

11　21　31　42　51　610

11
2
5　2 7

4　3 35
8 　21 2

3　2
2
3　3

2
3　4 27

8

1㋐9　㋑4

2 3
2

1㋐ * * *
*6 1 1

3 92
1

1
6

2
3

2
6

1

3

= = =

㋑ * * *
*66 1

6
13

2
3
2 2 43

1

2

= = =

24<6だから、6*3
2<6

㋐、㋒ かける数が1より小さいものを選びます。

1 14
3 　21 6

1
6
7
c m 1 * * * *

* *
5

5
5

4 5
7

33
7 8 14

3
8

4

1

1 1

2
= =

2 * * * *
* *53 5 110

7
9 1

7
6
7

6
1

10 9
3
1 1

2 3
= = =

1 7
6 m#　2 8

3 m$ 1平行四辺形の面積=底辺*高さ

* *
*

4
8

7
8

4
3

7
3

7
6

1

2

= =

2直方体の体積=縦
たて

*横*高さ

* * * *
* *

7 10 12
5 7

7
5

10
9

12
7

8
39

1 2 4

1 3 1

= =

11　23　3 10
1 　43　51　6 10

1

113　2 3
2　213　2 1

3
0 3 3

1
c m　312　2 2

1

1 9
4　2 10

9 　3 3
8　420

1

2

1a
エー

*b
ビー

=b*a（交かんのきまり）
2（a*b）*c

シー
=a*（b*c）（結合のきまり）

3（a+b）*c=a*c+b*c
4（a-b）*c=a*c-b*c
1（a+b）*c=a*c+b*c
のきまりを、右側から左側へと使います。
2と中で約分ができそうなので、かっこの中の計算
を先にしないで、計算のきまりを使ってかっこを
はずしてから計算します。

26ページ
1

2

3

27ページ

1 1

2 2

3 3

4 4

28ページ
1

2

29ページ
1

2 * * *

* *
*

7
2

5
4

7
3

5
4

7
2

7
3

5
4

7
5

5
4

7 5
5 4

7
4

1

1

+ = +

= = =

c m

* *

* * *
*

*
*

6
5

8
3 3 7

3
6
5

8
3

7
24

6
5

7
24

8
3

7
24

6 7
5 24

8 7
3 24

7
20

7
9

7
29 4 7

1
1

4

1

3

+ = +

= + = +

= + = =

c cm m

1

（分配のきまり）

2
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1㋐5　㋑4
2㋐3　㋑7

逆
ぎゃく
数
すう
を考えます。

1 *5
4

4
5 1=  2 *7

3
3
7 1=

1 5
7 1 5

2
c m　2 11

4 　33　4 7
5　

5 7
10 1 7

3
c m　6 7

1

41 5
2

5
7

7
5

→=

5 .0 7 10
7

7
10

→=

1 42
5 　2 16

45　3
1
16

5　41 15
13

15
82

c m

5 11
6 　6 1

10　71 4
3

4
7
c m　87 2

1 1
2
5

c m

5 * *
*

11
2

3
2

11
9

11
6

3
9

1

3

= =

6 * *
* 1

4
3

15
2

104 15
3 2
1 1

2 5
= =

7 * *
*
1

33 1 1
7 12

7
4
7

4
3

2

1

4
= = =

8 * *
*

16 4
5 5

2
15 7 2

1
4

6

2

3

= = =

1 5
3　2 7

6　33 3
1

3
10
c m　42 12

11
12
35
c m 1 * *

*1 5
4

3
1

5
1

5
3

3
9
3

1
= =

2 * *
*16

8
3 2 7

2
7

3
7
6

8
1

2

= =

3 * *
*2 1 3 3

1
7
1

9
5

3
10

7 9
15 14

1 3

5 2

= = =

4 * *
*51 111 16

9
15
13

12
35 2 1216 15

2 28

3

5

4

7

= = =

1 12
1 　22 1 * * * *

* *
1

55
18 9

4
0

3
12
1

8 9 0
4 3

1 1

2 3 2

1

= =

2 * * * *
* *

7 12
7

7
6 4 12

7
1 26 4

21

1 12

1

= =

1 8
7　2 1

9　3
5
6

あ、え

3 .1 2 10
12

5
6= = 逆数

6
5

かける数が1より大きいものを選びます。

1

2

1a*b=b*aを使ってから、
（a+b）*c=a*c+b*c
を右側から左側へ使います。
2（a-b）*c=a*c-b*c
を右側から左側へ使います。

1lの重さ*体積=全体の重さ

* * *
*91 5

4
6
5 3

6
5

5
9

2 1 2
1

6 5
5

1

3

2

1

= = = =
　

式　 *6
5 1 15

4
2
1=  答え　 kg kg1 2

1
2
3
c m

3 3

4 4

30〜31ページ

1 1

2 2

3 3

4

5

4

5

6 * * *

*

*

*

11
7

9 9
5

11
7

9
4

11
7

9
5

9
4

11
7 1 11

7
11
7

11
7

9
5 4 = +

= + = =

+

c m

* * *

* *
*

7
8

5
4

7
3

5
4

7
8

7
3

5
4

7
5

5
4

7 5
5 4

7
4

1

1

- = -

= = =

c m

6

7
7
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1
4
9 m#　218 m#

この段階では、計算の速さより
も正確さを重視します。落ち着いて学習できるように見
守ってあげてください。

計算のと中で、次々と約分
できると楽しいものです。約分して小さい数をメモした
あと、それを見落とさないように注意しましょう。正確
な計算が求められます。

1台形の面積=(上底+下底)*高さ/2

2大小2つの長方形の面積の差で求めます。
大きい長方形の横の長さは、

2 1 1 4
1 54 1 2

1 + =+ （m）です。

　

分数÷分数

13　22　31　49　510
114　25　34　45　512　625
217　22　33　47　51　621
3115　29　315　49　55　66

1 40
9 　2 7

4　328　41 3
1

3
4
c m 2 *

*/ * 37
6

7
6

2
3

3
2

7
2

7
46

1

2

= = =

3 / * *
*
9

3636 7
9

9
7

1
7 281

36

1

4

= = =

4

　

13 4
3

4
15
c m　2 1

6　32 5
4

5
14
c m　43 3

4

/1 1 45 10
3 =  答え　4回

/1 36 5
4 3 1=  答え　 m m3 33 1 10

c m

8 8

* / * /

/

3
2 1 3

8 2

15
8 2 5

15
8 2

9 9
4

+ =

= =

d n

* * *4 5 3
4 1 2

1 20 3
4

2
3

20 2 18

- = -

= - =

5
32ページ

1
2

33ページ

1 1

/ * *
*

21 5
10 14

21
10

14
5

21
10

5
14

3
4 1 3

1
3 1

2 2

= =

= =

2 2 / / *

*
*

1

7

0 3 7
4 10 7

25
1

10
25
7

1 5
14 2 5

4
25

10

5

2

= =

= = =

/ / *

*
*

5 32
32 15

6 5
2 2 15

2
5

32
15
32

5
32

32
15

3
1 1

1 3

= =

= =

3 3 / / *

*
*
5 3

1

5 1 5 1
3

5 3
11 1

0
3 6

0
6 0

46 0

1 1

2 2

= =

= =

44 4 / / *

*
*6

6

3
1

6 1 5
4 6 5

9
1 9

5

1
5

3
10 39

2

3

= =

= = =

23/12/11 ぴったり _学図算数６年 _解答

三校



14

14　23　39　44　53　612　7大きい

1 3
8　2 4

5　33 3
1

3
10
c m

1 3
4　2 4

9　33

大きくなるもの…㋑、㋓
小さくなるもの…㋐、㋒

わる数が1より小さいとき、商はわられる数より大
きくなります。わる数が1より大きいとき、商はわ
られる数より小さくなります。

式　 / 7
5

21
10

3
2 =  答え　7

5 kg / * *
*1

21
10

21
10

3
2

2
3

7
5

21 2
0 3

17

5 1

= = =

式　 /4 3
2 1 2 3

2
4
3 =  答え　 kg kg2 3

2
3
8
c m

式　 * 4
10
7

7 5
2=  答え　5

2 l * *
*

10
7

7
4

5
2

10 7
7 4

15

1 2

= =

式　 *13 2
1

9
4 6=  答え　6g * * *

*7 413 4
2 9

4 62
1

9
27

2 9
2

1

2

1

3

= = =

1 36
35　2 9

8　318　4 3
2

1 / *9
5

7
4

9
5

4
7

36
35= =

3 / * *
*
7

1414 9
7

7
9

1
9 181

14

1

2

= = =

13 2
1

2
7
c m　2 32

5 　3 3
2　41 6

1
6
7
c m

51 35
1 36

35c m　6 21
10

1 / *
*42 4

1
8
5 3

2
7 3 28 3

21

12

7 1

= = =

2 / *
*

8 2 8
5

32
3

5
2 5

12
3

4

1

= =

3 / *
*1 2 33

2
2
1

3
2 2
5

5
1

1
= =

4 / *
* 1 63 6

5 3 7
2

6
7

6
7 1

23
23

1

1

= = =

5 / *
*21 11 14

13
8
7

35
36 1 3514 15

7 8

7 5

9 4

= = =

6 / *
*3 9

8 8 6
1

21
10

9 49
35 6

3 7

5 2

= =

34ページ
1

2

3

35ページ
1 1

2
2

3 3 / / *

*
*

1

3

4 3
2

4
3

3
14

4
7

3
14

7
4

3
4 8 2 3

2
7

14
2

1

= =

= = =

4 4

5 5

36〜37ページ
1 1

2 2
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式　 /2
1 107 4

3 =  答え　10本 全部の量/1本あたりの量=本数

/ *
*

2 3
15 47 2

1
4
3 10

1 1

25

= =

式　 / 14
3

18
5 2 0

7=

 答え　 kg kg2 10
7

10
27
c m

単位量あたりの大きさ=全体の大きさ/いくつ分

/ *
*

4
3

1 10518
5 3

0
27 2 7

4
18

2

9

= = =

式　 /2 5 25
7 104 =  答え　10 m 青いひもの長さを x

エックス
mとおけば、

*x 25
7 2 5

4=

/ *
*x 12 5

4
25
7 105 7

4 25

11

2 5

= = =

㋑、㋓ 1より小さい数でわると、商はわられる数より大き
くなります。

/3 3
1 2 5

28 =  答え　 cm cm2 5
2

5
12
c m 「底辺*高さ=平行四辺形の面積」から、高さをx cm

とすると、3 3
1*x=8という式になるので、

 答え　1 7
1

7
8
倍倍 c m

同じ面積のへいをぬるときのペンキの量を比べるか
ら、1m#のへいをぬるときのペンキの量で比べます。
1m#のへいをぬるのに必要なペンキの量は、

赤いペンキ　 / 155
2

4
3 8= （l）

青いペンキ　 /5
3

15
1

7
7= （l）

「赤いペンキは青いペンキの何倍」ときかれているの
で、

/ * *
*

15
15

15
8

15
8

7
15

7
8

7
8 1 7

1
15
7

1

1

= = = = （倍）

となります。

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

/ / * *
*x 8 3 3

1 8 3
10 8 10

3
1

5
12 2 5

2

3
10

8

5

4

= = = =

= =

8 / /

/

5
2

4
3

15
8

5
1

7
3

15
7

15
8

15
7 1 7

1

　　= =

=

分数の計算も、わり算まで
終えました。応用問題では、かけ算やわり算、どの計算
を使うかの判断が必要となります。ヒントになるのは、
整数のときはどうしたのかの経験です。迷ったら、整数
のときにどうしたのかを思い出して、同じようにやれば
よいです。

8
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資料の整理

11189　2189　315　412.6
21得点　2人数　319　48
1200　2200　316　412.5　520　67

1Ａ
エー
　2Ｂ

ビー
　3Ｂ

1

21組…9冊、2組…8.5冊、大きい組…1組

1平
へい
均
きん
値
ち
は、Ａ班

はん
が 12.6点、Ｂ班が 12.5点です。

2最高得点は 20点満点で、Ｂ班にいます。
3Ａ班は8点から 19点まで、
Ｂ班は7点から 20点までにちらばっています。

21組の平均値は、
(3*2+4*3+6+7+8*3+9*4+12
+15+16+17+20)/19
=171/19=9（冊

さつ
）

2組の平均値は、
(2+3*3+4+5+7+8+9+10*2
+11*4+12+15+18)/18
=153/18=8.5（冊）
平均値が大きいのは、1組です。

110　214
110　211　312　415　58　611
111　212　313　416　58　612　79　813　912.5

1最
さい
頻
ひん
値
ち
…9冊、中

ちゅう
央
おう
値
ち
…8冊

2最頻値…11冊、中央値…9.5冊
3（例） 　2組の方が最頻値も中央値もともに1組

より大きいから。

1最頻値は、データの中でもっとも多く現れた値
あたい
の

9冊です。ドットプロットでは、ドット がもっ
とも多い冊数を見ればわかります。
中央値は、データの数が 19なので、小さい順に
並べて 10番目の値であり、ドットプロットで
の数を数えていくと、8冊とわかります。

2中央値は、データの数が 18なので、小さい順に
並べて9番目の9冊と、10番目の 10冊の平均
値であり、(9+10)/2=9.5（冊）です。

1

2最頻値…45点、中央値…41点

21のドットプロットを見ながら考えます。
最頻値は、ドット がもっとも多い 45点です。
中央値は、10番目の値 40点と 11番目の値
42点の平均値で、(40+42)/2=41（点）です。

6
38ページ

1

2

39ページ
1

2 1組の読んだ本の冊数

（冊）2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1312 14 15 16 17 18 19 20

2組の読んだ本の冊数

（冊）2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1312 14 15 16 17 18 19 20

1

2

40ページ
1
2
3

41ページ
1 1

2 1組の反復横とびの記録

31 33 35 37 39 41 43 4530 32 34 36 38 40 42 44

（点）47 49 5351 55 57 5946 48 5250 54 56 58 60

（点）47 49 5351 55 57 5946 48 5250 54 56 58 60

2
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118　215　320　24　315　210
15　25

12組　22組　31組 125分以上 30分未満の階
かい
級
きゅう
の人数で比べます。

1組は3人、2組は5人です。
25分以上 10分未満と、10分以上 15分未満の

2つの階級の人数の和で比べます。
1組は、2+7=9（人）
2組は、4+6=10（人）

33つの階級の人数の和で比べます。
1組は、7+8+4=19（人）
2組は、6+7+3=16（人）

1㋐8　㋑7　㋒3
2

3階級…25 m以上 30 m未満
割
わり
合
あい
…23.3 %

420 m以上 25 m未満

1記録の表の中で、20 m以上 35 m未満の値を調
べます。表の左上すみから順に（左→右）
㋐21、23、20、21、20、22、21、24
㋑26、28、25、26、27、29、27
㋒31、34、32
2柱

ちゅう
状
じょう
グラフをかくときは、柱（長方形）の縦

たて
の線は

間をあけずにくっつけてかきます。
3度

ど
数
すう
が7で2番目に大きい 25 m以上 30 m未

満の階級です。割合は、
7/30*100=2 .33 3g（%）

4記録が小さい方から数えて 15番目と 16番目の
値の平均値が中央値になります。柱状グラフで左
の階級から順に数えていくと、15番目と 16番
目は、どちらも 20 m以上 25 m未満の階級に
入っています。

1

最頻値…16問、中央値…19問
平均値…18問

2

最頻値…18問、中央値…17問
平均値…17.5問

1中央値は、データの数が 13なので、小さい方か
ら数えて7番目の値です。ドットプロットで左か
ら を数えて、19問とわかります。
平均値は、ドットプロットを使うと、
(13+14+16*3+17+19*2+20*2
+21*2+22)/13=234/13=18（問）
2中央値は、データの数が 14なので、小さい方か
ら数えて7番目と8番目の値の平均値になります。
(16+18)/2=17（問）
平均値は、
(12+13+14+15*2+16*2+18*3
+21+22+23+24)/14
=245/14=17.5（問）

19人
240 m以上 45 m未満

115 m以上 20 m未満、20 m以上 25 m未満、
25 m以上 30 m未満の3つの階級の人数の和に
なります。1+3+5=9（人）

42ページ
1
2

43ページ
1 1

2
（人）

（m）

1組のソフトボール投げの記録

45403530252015100
0

10

5

2

44〜45ページ
1 Aチームの正答数

（問）10 11 1312 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

Bチームの正答数

（問）10 11 1312 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

1

2 2
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1

2

3あ1組…31.8 %
2組…30 %

い1組…30 m以上 35 m未満
2組…35 m以上 40 m未満

1 （ドット）や正の字を使って整理するとよいで
しょう。
3あ1組でいちばん大きい度数（人数）は7なので、

7/22*100=31.81g（%）
2組でいちばん大きい度数（人数）は6なので、
6/20*100=30（%）

い1組では、記録のよい方の階級から人数を加え
ていくと、
1+2+3=6（人）
1+2+3+7=13（人）なので、遠くに投げた
方から数えて7番目の人は、記録のよい方から
4つ目の 30 m以上 35 m未満の階級に入り
ます。
2組では、1+2+4=7（人）なので、7番目
の人は、記録のよい方から3つ目の 35 m以
上 40 m未満の階級に入ります。

1

2

　

表のデータが値の小さい順にならんでいることに注
意して、階級の幅

はば
で区切っていきます。

たとえば、2ではどのあたりの値が多いのかがよく
わかりません。このように、階級の幅が細かすぎる
と、ちらばりのようすがかえってわかりにくくなっ
たりします。

ドットプロット、平均値、最
頻値、中央値、未満、階級、度数分布表などのように新
しいことばがたくさん出てきます。友だちやおうちの方
へ意味を説明できるくらいにくり返し学習しておきま
しょう。

ならべ方と組み合わせ方

1か　2ま　3か　4ひ　5ま　6ま　7ひ
8ま　9か　0か　Qひ　Wま　Eま　Rひ　T6
18　26　38　44　56　64　76　86　924

3 6年2組のソフトボール投げの記録
きょり（m） 人数（人）

15以上～ 20未満 1
20　　～ 25 2
25　　～ 30 6
30　　～ 35 4
35　　～ 40 4
40　　～ 45 2
45　　～ 50 1

合計 20
（人）

（m）

6年2組のソフトボール投げの記録

45403530252015 500
0

10

5

3

11

（分）

（人） 通学時間

5 10 302520150
0

10

5

（人） 通学時間

5

（分）6 9 212427301815120
0

11

7
46ページ

1

2
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1

　
2  　36通り

1

26通り　324通り
8通り

十の位を決めたら、残りの2つの数が一の位になり
ます。
1が百の位のとき6通りあり、 2、 5、 7が百の
位のときもそれぞれ6通りあるので、全部で、
6*4=24（通り）
フリースローが入った場合を○、入らなかった場合
を*として、1回目が入った場合と入らなかった
場合で分けて図にすると、次のようになります。

1Ｃ
シー
　2Ｄ

ディー
　3Ｄ　46　56　（1と2は入れかわってもよい）

11　21　35

3試合 3チームをＡ
エー
、Ｂ
ビー
、Ｃとすると試合は、

Ａ対Ｂ、Ａ対Ｃ、Ｂ対Ｃの3試合です。
1  215試合

　

Ａ対ＢとＢ対Ａは同じ試合です。
一方だけに○をつけます。
○の数（試合の数）は、
1+2+3+4+5=15
です。

47ページ
1 1番目 2番目 3番目

は（はるき） ま（まさお） や（やすえ）
は や ま
ま は や
ま や は
や は ま
や ま は

1番目 2番目 3番目

は
ま や
や ま

ま
は や
や は

や
は ま
ま は

2
5
7
2
7
2
5

2

5

7

1

十の位百の位 一の位

3

2

3

○
○

○
×
○
×

×
×

○
○
×
○
×

×

48ページ
1
2

49ページ
1 1

Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｂ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ａ
Ｂ

2 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
イー
Ｆ
エフ

Ａ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
Ｂ ◯ ◯ ◯ ◯
Ｃ ◯ ◯ ◯
Ｄ ◯ ◯
Ｅ ◯
Ｆ

2
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1

210通り

1図をかくときに、重なることがわかっている組み
合わせを省いて、次のようにかくこともあります。
ただし、落ちがないように注意しなければなりま
せん。

　
4通り 4枚

まい
のカードから3枚選ぶことと、選ばずに残す

1枚をどれにするか決めることは同じことです。
4枚のうちのどの1枚かの決め方は4通りあります。
実際に積を求めると、
2*3*4=24　　1*3*4=12
1*2*4=8 　　1*2*3=6

6通り 図の1─2─3の順に、赤、青、
黄をならべることと同じになりま
す。

16通り　224通り　36通り

12通り

（り、バ）、（り、ぶ）、（り、も）、
（バ、ぶ）、（バ、も）、（ぶ、も）　6通り

1たかしさん、まさよさん、めぐみさんの3人の順
番の決め方は、下の6通りです。

21のようにアンカーを1人決めたときに、6通り
あり、アンカーの決め方が4通りあるので、
6*4=24（通り）

3めぐみさんとまさよさんを、この順に組にして考
えます。

 6通り
あゆみさんを委員長に決
めた場合の副委員長の決
め方を図にすると、右の
3通りです。委員長をか
いとさん、さくらさん、たくやさんに決めたときも、
3通りずつあるので、決め方は全部で、
3*4=12（通り）

10通り Ａ～Ｅの5つの点から残りの2つの頂
ちょう
点
てん
を選ぶこと

になります。2つの点の組み合わせは、次の図のよ
うに 10通りです。

3

い

か
す
な
も

か

い
す
な
も

す

い
か
な
も

な

い
か
す
も

も

い
か
す
な

3

い

か
す
な
も

か
す
な
も

す
な
も

な も

4 4

50〜51ページ
1 1

2

3
1

2

3

4

2

た
ま め
め ま

ま
た め
め た

め
た ま
ま た

あ
た めま
めま た

めま
あ た
た あ

た
あ めま
めま あ

委員長 副委員長

あゆみ
かいと
さくら
たくや

3

5 5

Ａ

Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
Ｅ

Ｄ Ｅ
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8通り と中で道路が交わっている地点をＣとし、ＡからＣ
までの4本の道路を a

エー
、b
ビー
、c
シー
、 d

ディー
、ＣからＢまで

の2本の道路を e
イー
、 f
エフ
とすると、次の8通りです。

　
116通り
2160円、560円、610円、650円

1表が出る場合を○、裏
うら
が出る場合を*として、

十円玉が表の場合を図にすると、次の8通り。
十円　五十円　百円　五百円

十円玉が裏の場合も8通りあるので、
8*2=16（通り）

24個の中から3個選ぶとき、選ばれない1個は、
十円玉、五十円玉、百円玉、五百円玉のどれかで
す。4個の合計金額は、
10+50+100+500=660（円）なので、でき
る金額は、660-10=650（円）、
660-50=610（円）、660-100=560（円）、
660-500=160（円）となります。

19通り　25通り　318通り

決められた条件の中で、その条
件にあてはまることは何通りあるのかを正確に数える学
習です。かんちがいや思い込みを減らす訓練にもなりま
す。

何よりも、落ちや重なりが
ないように数えることが大事です。表や図をていねいに
かきながら確

かく
認
にん
をする習慣をつけましょう。

12けたの整数なので、0は十の位の数にならない
ことに注意します。図の9通り。

2偶
ぐう
数
すう
は、10、12、20、30、32の5通り。

31が千の位のとき、図のように6通りできます。

千の位が2、3のときもそれぞれ6通りできるので、
6*3=18（通り）

小数と分数の計算

112　20.5　30.5　40.7　510　6 1
5　7

1
5　8 10

7

213　210　3 5
2　4 5

2　5 15
1

6 6

a e
f

b e
f

c e
f

d e
f

7 7

○

○
○

○
×
○
×

×

×
○

○
×
○
×

×

8 8

1
0…10
2…12
3…13

2
0…20
1…21
3…23

3
0…30
1…31
2…32

1

0
2 3…1023
3 2…1032
0 3…1203
3 0…1230
0 2…1302
2 0…1320

2

3

8
52ページ

1
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1110　23　310　43　5 9
2

211　212　31　46　55　61　76　8 8
5　

1 30
19　21.1 1 10

1
10
11

、c m　3 45
28　4 53

4

50.5 1
2c m　6 51

7

1 .1 0 3
1

10 0 0 03 3 3
3
10

3
9

3
19+ = + = + =

2 . . . .0 1 0 9 0 2 1 1 19 5 10
1+ = + = d n

3 .0 2
9
2

45 454 9
2

5
18

45
10 28+ = + = + =

4 .7
5 0 6 7

5
5
3

35
25

35
21

35
4- = - = =-

5 . . . .4
3 0 25 0 75 0 25 0 5 1

2- = - = d n

6 .1 6
1 0 7 6

7
10
7

30
35

0
21

30
14

15
7

3- = - = - = =

1 7
4　2 14

1 　36　4 3
2　5 16

15　610 1 / * * *3
2

10
7

5
3

3
2

7
10

5
3

7
4= =

2 * / * *5 7
2

5
4

7
2

4
5

14
11

5
1= =

3

4

5 . / * */0 145 15
8

10
9

100
45

8
15

9
10

6
15= =

6 / . / * *0 24 1 107
6

14
5

7
6

24
100

5
4= =

1 4
3　220 10.27/0.8/0.45= * *100

27
48

10
45

100 3=

215/9*12= * *15 1
1 9 1

12 20=

1180　212　315　415　56 3
2

3
20
c m　612　7180　8 1

1
5　9 1

1
5　06 3

2
3

20
c m

10.2　20.2　3240　4240　5960　60.2　70.8　8960

114 km　2 1
1
4 l　3 l l7 7

1
7

50
c m 1280/20=14

2 /20 280 280
20

14
1= =

31を使うと、

□= 14
100= 7

50

2を使うと、

□=14
1 *100= 7

50
　

2

53ページ
1 1

2 2

/ . * / *

* *

4 2
1 0 3 5

2
2
9

10
3

5
2

2
9

3
10

5
2 6

=

= =

/ . * . / *

* *

5
3 0 36 0 4 5

3
100
36

10
4

5
3

36
100

10
4

3
2

=

= =

3 3

54ページ
1

2

55ページ
1 1

14 km 100 km
1l □ l

14
1 l □ l

1km 100 km
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1230円 1500*0.18=270　　1500-270=1230
1つの式で求めると、
1500*(1-0.18)=1500*0.82=1230

1約 1.2 kg　2約 200個　3約 28 kg 1 * .54 45
1

5 1 26= =

2体全体の骨
ほね
の数を□個とすると、

□*22
3 =27　　□=27/22

3 =198

342*3
2=28

1 45
34　20.4 5

2
c m　3 15

4 　4 12
7

1

2 4
1+0.15=0.25+0.15=0.4 5

2
d n

3

4

1 8
5　2 3

2　3 1
3　4

1
5　517 2

1
2

35
c m

614

1 / * * *
* *

2
1

3
2

6
5

2 2 6
1 3 5

8
5= =

2 / . * * *
* *

3
1 0 3 5

3
3 3 5

1 10 3
3
2= =

3 / . * . * *
* *

7
5 1 5 0 7 7 15 10

5 10 7
3
1= =

4 . / / . * *
* *.2 0 10 5

100 1 25 8 12 8
2 100

5
1= =

5 * / * *
* *21 25 30 1 1 30

21 25 1 5
22

3 17 1= = =

6 / * * *
* *18 45 35 1 45 1

18 1 35 14= =

1 8
5 m#　2 2

1 m# 1 . * / * *1 5 6 2 15
2
3

6
5

2 8
5= =

2

cm cm3 7
3

7
24
c m 「ひし形の面積=対角線*対角線/2」です。

もう1本の対角線の長さを□ cmとすると、

□*4 3
2/2=8　　□* 3

14=8*2

□=16*14
3 = 4

7
2 =3 7

3

11080円　2650円 1800*（1+0.35）=800*1.35=1080
2定価を□円とすると、
□*（1-0.2）=520
□=520/0.8=650

2 2

3 3

56〜57ページ
1 1 .0 2 9

5
10
2

9
5

5
1

9
5

45
9

45
25

45
34

+ = + = +

= + =

.3
2 0 4 3

2
10
4

3
2

5
2

15
10

15
6

15
4

- = - = -

= - =

.6
5 0 25 6

5
100
25

6
5

4
1

12
10

12
3

12
7

- = - = -

= - =

2 2

3 3

* . / * . /

* * * *
* *

2
1

4
3 0 8 2 4

2
4
3 0 8 2

4
5

4 10 2
5 8

2
1

10
8

2
1 1

+ = +

= = =

d dn n

4 4

5 5
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l l26 3
2

3
80
c m 240/16=15　　400/15= 3

80

または、16/240=15
1 　　15

1 *400= 3
80

1分数…4
3 時間、小数…0.75時間

2 3
1 時間　325分

分数を使うと、小数で表せない
数も表すことができるので、計算の際には分数は小数と
比べてより汎用性の高いツールであるといえます。この
ことを認識してもらうことが重要になります。

1 60
45=4

3（時間）、4
3=0.75（時間）

2 60
20=3

1（時間）です。3
1=0.333…なので、

小数では表すことができません。

360*12
5 =25（分）

小数と分数が混じった計算
は、小数を分数になおすといつでも計算できるようにな
ります。分数のたし算・ひき算、かけ算・わり算を確実
に身につけておきましょう。

倍の計算〜分数倍〜

1㋐16　㋑20

2㋐16　㋑20　㋒ 5
4

1 5
6 1 5

1
c m　2 4

3　3 3
1

1 3
4 1 3

1
倍 倍c m　2 6

5 倍

2 /16 20 20
16

5
4= = （倍）

1 /30 25 5 5
6

2
30= = （倍）

2 / 075 100 10
75

4
3= = （倍）

3 /1 13 39 39
3

3
1= = （倍）

1 /32 24 24
32

3
4= = （倍）

2 /20 24 24
20

6
5= = （倍）

1㋐12　㋑ 6
5　210 cm

12700　272

212*6
5=10（cm）

13600*4
3=2700（円）

2x kmとすると、

x*9
4=32　　x=32/9

4=72

144人　230人

300 l

136* 9
11=44（人）

25月の参加人数を x人とすると、

x*5
6=36　　x=36/5

6=30

水そうの容積を x lとすると、

x*5
2=120　　x=120/5

2=300

円の面積

116　232　3長方形　4長方形　5半径　6円周　7直径　8半径　9直径　0半径　Q半径
112　22　312.56
2116　28　38　48　5200.96

6 6

7 7

ソフトボール投げ　 58〜59ページ
1

2

3

1

2

3

4

5

4

5

6

7

6

7

9
60ページ

1
2
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128.26 cm#　2113.04 cm#

1628 cm#　278.5 cm#

1半径…2cm、面積…12.56 cm#
2半径…4cm、面積…50.24 cm#

1339.12 cm#　243 cm#

13*3*3.14=28.26
26*6*3.14=113.04
120*20*3.14/2=628
210*10*3.14/4=78.5
「直径*3.14=円周」から、「直径=円周/3.14」
になります。「半径=直径/2」です。
112.56/3.14=4

4/2=2　　2*2*3.14=12.56
225.12/3.14=8

8/2=4　　4*4*3.14=50.24
1半径 12 cmの円の面積から、色のついていない
円の面積をひきます。
色のついていない円の直径は 12 cmなので、
半径は6cmになります。
12*12*3.14-6*6*3.14=339.12
2縦
たて

10 cm、横 20 cmの長方形の面積から、
半径 10 cmの円の4分の1の2つ分の面積をひ
きます。
10*20-(10*10*3.14/4)*2=43

111　221　311　421　52150　62150　740　850　92000　02000
17　216　37　416　515　615

1約 30 m#　2約 28 m#

1約 492 km#　2約 500 km#

1まわりの線の中にある方眼の数が 16個、線が
通っている方眼の数が 28個あります。
方眼1個の面積は1m#なので、
1*16+1*28/2=30

27*8/2=28
1まわりの線の中にある方眼の数が 98個、線が
通っている方眼の数が 50個あります。
方眼1個の面積は2*2=4（km#）だから、
4*98+4*50/2=492

2半径 12 kmの円とほぼ同じと考えられるので、
面積の公式を使って求めます。
12*12*3.14=452.16　→　約 500 km#

1153.86 cm#　278.5 cm#
125.12 cm# 23.14 cm#

210/2=5　　5*5*3.14=78.5
1円の半分です。4*4*3.14/2
計算は、4/2を先にして、
4*4*3.14/2=4*2*3.14=8*3.14
としましょう。
2円の4分の1です。

2*2*3.14/4=3.14

61ページ
1

2

3

4

1

2

3

4

62ページ
1
2

63ページ
1

2

1

2

64〜65ページ
1
2

1
2
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直径…12 cm、面積…113.04 cm#

1102.8 m　2714 m#

約 112 km#

「直径=円周/3.14」から、
37.68/3.14=12　　6*6*3.14=113.04
1両側のカーブの部分をたすと1つの円になります。
直径 20 mの円周と 20 m（直線部分）2つ分の和
になります。
20*3.14+20*2=102.8
2直径が 20 mの円と、1辺 20 mの正方形の面
積の和になります。
20/2=10
10*10*3.14+20*20=714
まわりの線の中にある方眼の数が 17個、線が通っ
ている方眼の数が 22個あります。
方眼1個の面積は2*2=4（km#）だから、
4*17+4*22/2=112

125.12 cm#　286 cm#　382.08 cm#
418.24 cm#

1下の図のように、半径4cmの円の面積の半分に
なります。
4*4*3.14/2=25.12

21辺 20 cmの正方形の面積から、白い部分の面
積をひきます。
白い部分は、半円が2つなので、半径 10 cmの
円の面積になります。
20*20-10*10*3.14=86
3下の図のあの面積の2倍と考えます。あの面積は、
半径 12 cmの円の4分の1から正方形の面積の
半分をひいて求めます。
12*12*3.14/4-12*12/2
=113.04-72=41.04
41.04*2=82.08

　
4下の図のように、半径8cmの円の4分の1から
三角形の面積をひいたものになります。
8*8*3.14/4-8*8/2=50.24-32
=18.24

　

3

4

5

3

4

5

6 6

4cm

12cm

12cm A

8cm

8cm

8cm

cm8
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114 cm　276.93 cm#

3.14をかける計算が出
てくるので、小数点の位置に気をつけて、ていねい
に計算しましょう。また、公式を使って面積を求め
るときは、半径と直径をまちがえないように注意し
ましょう。

1もとの円の直径（Ａ
エービー
Ｂ）を1とおけば、曲線部分の

長さは、1*3.14/2=1.57なので、この図
形（半円）の周の長さは、ＡＢの長さの、
1+1.57=2.57（倍）になります。よって、ＡＢ
の長さは、35.98/2.57=14（cm）
2もとの円の半径は、14/2=7（cm）なので、

7*7*3.14/2=76.93（cm#）

立体の体積

114　212　35　412　55　660
216　23　32　48　572
15　25　35　45　58　6628

120 cm$

148 cm#　2240 cm$

16280 cm$ 2753.6 cm$
3565.2 cm$　44.71 cm$

底
てい
面
めん
積
せき
は、6*5/2=15（cm#）

角柱の体積=底面積*高さより、15*8=120（cm$）
1ひし形の面積=対角線*対角線/2

12*8/2=48（cm#）
248*5=240（cm$）
1円柱の体積=底面積*高さ

(10*10*3.14)*20=6280（cm$）
2(4*4*3.14)*15=753.6（cm$）
3底面の半径が6cm、高さが 10 cmの円柱の半
分だから、
(6*6*3.14)*10/2=565.2（cm$）
4底面の半径が1cmで、高さが

1.5*10=15（mm）→ 1.5 cmの円柱になるか
ら、(1*1*3.14)*1.5=4.71（cm$）

18　28　34　44　548　68　748　88　9384
14　24　350.24　45　5250

1360 cm$　2420 cm$ 1見取図の右側の面を底面とする角柱とみると、底
面積は、
(5+3)*(4+6)-5*4=80-20=60（cm#）
高さは6cmとなるので、体積は、
60*6=360（cm$）
2底面積は、

12*8-(12-9)*(8-4)
=96-12=84（cm#）
よって、体積は、84*5=420（cm$）

7 7

10
66ページ
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1847.8 m$　2384 cm$ 1底面積は、計算のきまりを使って、
7*7*3.14-2*2*3.14
=(49-4)*3.14=45*3.14=141.3（m#）
体積は、141.3*6=847.8（m$）
2見取図の手前の面を底面とみると、底面積は、

(4+4+4)*4+(4+4)*4+4*4=96（cm#）
体積は、96*4=384（cm$）

約 8400 cm$ 底面の台形の面積は、
(17+15)*15/2=240（cm#）
240*35=8400（cm$）

162.8 cm$　284 cm$
3144 cm$ 4540 cm$

1(2*2*3.14)*5=62.8（cm$）
24*3*7=84（cm$）
3(6*4/2)*12=144（cm$）
4(6+12)*6/2*10=540（cm$）

1423.9 cm$　2780 cm$ 1底面積は、
6*6*3.14-3*3*3.14
=(36-9)*3.14=27*3.14=84.78（cm#）
体積は、84.78*5=423.9（cm$）
2底面積は、

5*14+5*(14-6)+(15-5-5)*4 
=130（cm#）　体積は、130*6=780（cm$）

1約 480 cm$　2約 1400 cm$

5cm

1底面が台形の四角柱とみます。
底面積は、(8+7)*4/2=30（cm#）
およその容積は、30*16=480（cm$）
2底面積は、8*8*3.14=200.96（cm#）
約 200 cm#と考えて、およその容積は、
200*7=1400（cm$）
あの円柱の体積は、

(2*2*3.14)*2=25.12（cm$）
なので、いの円柱の体積は、
25.12*10=251.2（cm$）になります。
また、いの円柱の底面積は、
4*4*3.14=50.24（cm#）なので、いの円柱
の高さは、251.2/50.24=5（cm）

336 cm$ 右の図のように、底面を
長方形から三角形を取り
のぞいた図形と考えます。
三角形の底辺は、
6-2=4（cm）、高さは、
8-5=3（cm）なので、
底面積は、8*6-4*3/2=42（cm#）だから、
五角柱の体積は、42*8=336（cm$）

32 cm$ すい体の体積=底面積*高さ*3
1

4*4*6*3
1=32（cm$）

2 2

3 3

70〜71ページ
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比とその利用

114　23　34　215　24　35

119　28　39　4 9
8

216　24　36　4 3
2

1 5
8（1.6）　2 5

8（1.6）　3160

4㋐8　㋑5

1

2もとにする量は白のリボンの長さです。
3もとにする白のリボンの長さを 100とします。

赤のリボンの長さは、100*8
5=160（%）

4比は8：5です。
118：17　218：35　317：35
比
ひ
、比の値

あたい
の順に、

11：3、3
1　22：9、2

9　

3120：210、7
4　430：6、5

2クラス全体は、35人だから、男子 18人とクラ
ス全体 35人を、記号「：」を使って表します。

3女子は 17人、クラス全体は 35人です。

比 a
エー
：b
ビー
の比の値は、a/b=b

a

約分できるときは、約分して表します。

1 4
3　2 5

2　3 5
2　4 4

3　512　616　76　815

14　220
110　212　342　42　57

㋒
1㋐2　㋑14　㋒18
2㋐11*5　㋑15　㋒55
3㋐5　㋑7　㋒5
4㋐100/10　㋑3　㋒10
14　227　328　463

記号「：」の右側の数の方が小さいので、㋓はちがい
ます。比の両方の数を2倍、3倍、5倍すると、
3：4=6：8=9：12=15：20
となり、㋒の比と等しいことがわかります。
比の両方の数に、同じ数をかけてできる比も、同じ
数でわってできる比も、もとの比と等しくなるとい
う比の性質を使います。

12：5=x
エックス
：10　　x=2*2=4

28：3=72：x　　x=3*9=27

324：x=6：7　　x=7*4=28

4x：56=9：8　　x=9*7=63

11
72ページ

1

2

73ページ
1 1

8

5
（倍）

5m

8m

白のリボン

赤のリボン

倍
0 1

2
3

2

3
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13：5　210：7　32：3　49：4 118と 30の最大公約数は6だから、
18：30=(18/6)：(30/6)=3：5
2見つけやすい公約数でわっていくこともできます。

200：140=(200/10)：(140/10)
 =20：14=(20/2)：(14/2)
 =10：7
小数や分数の比を何倍かして、整数の比になおして
から、できるだけ小さい整数の比にします。
31.6：2.4=16：24=2：3（8でわる）

4 4
3：3

1= *4
3 12d n： *123

1
d n=9：4

通分する分母の数（最小公倍数）をかけます。

15　23　35　43　56　63　76　818　918
1x　29　31　41　5x　69　718

1
5
8　2

5
8　325　4 8

3　5 8
3　615　725　815

13：4=x：16
212 m

棒
ぼう
の高さ：棒のかげの長さ=木の高さ：木のかげ

の長さの式はよく出題されます。

23：4=x：16　　x=3*4=12
160個　240個 3：2から、全体の個数を5とすると、姉の分は全

体の 5
3、妹の分は全体の 5

2 になります。

1100*5
3=60　　2100*5

2=40

妹の分は、姉の分をひいて、100-60=40とし
ても求められます。

マヨネーズ…96 g、トマトケチャップ…84 g 8：7から、全体の重さを 15とすると、マヨネー

ズは全体の 15
8 、トマトケチャップは全体の 15

7

になるので、それぞれの重さは、

180*15
8 =96（g）、180*15

7 =84（g）

17：8　27：15

比の値…㋐ 4
3　㋑ 3

2　㋒ 3
4　㋓ 4

3

等しい比…㋐と㋓

a：bの比の値 →
a
b

㋐ 4
3　㋑ 9

6
3
2= 　㋒ 15

20
3
4= 　㋓ 16

12
4
3=

18　248　335　460 13：2=12：x　　x=2*4=8

26：7=x：56　　x=6*8=48

315：x=3：7　　x=7*5=35

4x：72=5：6　　x=5*12=60

4 4

76ページ
1
2

3

77ページ
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17：3　21：6　32：3　49：20 142：18=7：3　225：150=1：6

30.32：0.48=32：48=2：3

4 8
3：6

5= *3
8 24d n： *246

5
d n=9：20

式　6：5=18：x 答え　15人
10.9：1.5=x：10
26m

6：5=18：x　　x=5*3=15
1棒の長さ：棒のかげの長さ

=木の高さ：木のかげの長さになるので、
0.9：1.5=x：10
20.9：1.5=(0.9*10)：(1.5*10)

 =9：15=3：5

3：5=x：10　　x=3*2=6
120 cm

255 cm

縦
たて

+横=まわりの長さ/2になります。
150/2=75（cm）を4：11に分けます。

全体の長さを 15とすると、縦は全体の 15
4 なので、

75*15
4 =20（cm）

横は全体の 15
11 なので、75*15

11=55（cm）

4枚
比の考え方は、日常でもよく使

うものの1つです。例えば、教科書でもドレッシングを
作るときの酢と油の比など、調理に関係する題材が扱わ
れています。

比も割
わり
合
あい
の表し方の1つで

す。2：3=4：6=6：9=…のような関係が大事
なポイントです。また、比の式の中の xにあてはまる
数を求める練習もくり返しやっておきましょう。

カードの合計枚
まい
数
すう
は、10+8=18（枚）で、この数

は変わりません。
たかしさんがまさえさんにカードをわたしたあとの
枚数の比が1：2だから、全体の枚数を3とすれば、
カードをわたしたあとのたかしさんのカードの枚数

は全体の 3
1 であり、18*3

1=6（枚）

たかしさんは、はじめに 10枚持っていたので、
10-6=4（枚）まさえさんにわたしました。

拡
かく
大
だい
図
ず
と縮

しゅく
図
ず

11Ｅ
イーエフ
Ｆ　2ＥＦ　32　4ＦＧ

ジー
　5ＧＨ

エイチ
　6ＨＥ　71　82

21Ｅ　290　345　312　2 2
1　3縮図

㋒…2倍の拡大図
㋕…3倍の拡大図

右の図のように、上の頂
ちょう
点
てん
か

ら左に2、下に2進むと左下
の頂点、右に1、下に2進む
と右下の頂点になります。上
の頂点から、左下の頂点、右下の頂点までこれと同
じ比で進む三角形が拡大図になります。

12：3　2角Ｇ

3 3
2　410 cm

1Ａ
エービー
Ｂ：ＥＦ=6：9=2：3

3辺の比2：3から、㋐は㋑の 3
2 の縮図です。

415*3
2=10（cm）

4 4
（/6） （/25）

（*100） （/16）

5
6

5
*3

6

*2

7 7

8 8

12
80ページ
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12　22　3間　42　5両はし

　

1 2

　

1ＢＣが6目もりなので
ＥＦが3目もりになる
ようにＥＦをひきます。
次に、ＡＢの目もりを、
右の図のように読み 
とって、ＤＥをひきます。

　

3通りのかき方があります。
・3つの辺の長さを使います。
・2つの辺の長さと、その間の角を使います。
・1つの辺の長さと、その両はしの角を使います。

拡大図や縮図では、対応する直
線の長さの比が等しくなります。
直線ＯＡと直線ＯＥは対応する
直線になっています。
直線ＯＡをのばして、その直線上に、ＯＥの長さが
ＯＡの長さの2倍になるように点Ｅをとります。
ほかの点Ｆ、Ｇ、Ｈも同じようにしてとります。

112　22000　32000　41000
211000　21000　31000　410
313　21000　33000　430
1500　22500　325

13cm　2 2000
1

3㋐20 m　㋑40 m

1 1000
1 　230 m

1縮図で測ると、3cmになります。
260 m（=6000 cm）が3cmで表されているから、

0006000
3

2
1=

3㋐は1cm、㋑は2cmです。
㋐1*2000=2000（cm）→ 20 m
㋑2*2000=4000（cm）→ 40 m

140 mの長さが縮図で4cmになっているから、

000 000
1

4
4

1=

2縮図のＡＢの長さを測ると3cmだから、
3*1000=3000（cm）→ 30 m

82ページ
1
2
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約 25 m 30 mの 00
1

5 を cmで表すと、

3000* 00
1

5 =6（cm）になるので、6cmの辺の

両はしの角が 40&と 90&になる三角形をかきます。
縮図で鉄とうにあたる辺の長さを測ると、約5cm
になります。5*500=2500（cm）→ 25 m

㋔、㋕ ななめの辺の目もりの読み方にも
注意して調べましょう。

1角Ｆ　2 3
4 倍

3ＡＣ…7.5 cm cm2
15
c m、ＤＥ…8cm

12つの三角形で、大きさがいちばん小さい角どう
しが対応します。
2辺ＢＣと辺ＥＦが対応します。長さの比は、
ＢＣ：ＥＦ=9：12=3：4

ＥＦはＢＣの 3
4 倍です。

3㋐は㋑の 4
3 の縮図になるので、

ＡＣ=ＤＦ*4
3=10*4

3=7.5（cm）

また、ＤＥ=ＡＢ*3
4=6*3

4=8（cm）

　

2倍の拡大図　直線ＢＡ、ＢＣをのばして、ＢＤの
長さがＢＡの長さの2倍、ＢＥの長さがＢＣの長
さの2倍になるように点Ｄ、Ｅをとります。

2
1 の縮図　辺ＢＡ上に、ＢＦの長さがＢＡの長さの 

2
1、辺ＢＣ上に、ＢＧの長さがＢＣの長さの 2

1 に

なるように点Ｆ、Ｇをとります。

1辺ＡＢ…2cm、縮
しゅく
尺
しゃく
…250

1

22.4 cm
36.5 m

1実際の長さ5m=500 cmが、縮図の上では2cm

になっているので、縮尺は、 00 2 0
1

5
2

5=

26m=600 cm　　600*250
1 =2.4

32.6*250=650（cm）→ 6.5 m
約 14 m

12cm　2750 m　3約 30分
縮図の身近な例は地図です。地

図上の長さから実際の距離を算出することができます。
また、自分の足で1km歩くと何分かかるかなどを知っ
ておくと、地図の見方も変わります。

20 mの 400分の1は、
2000/400=5（cm）になるので、5cmの辺の
両はしの角が 35&と 90&になる三角形をかきます。
縮図で建物の高さにあたる辺の長さを測ると、
約 3.5 cmになります。
3.5*400=1400（cm）→ 14 m
1 1km=1000 m=100000 cm、縮尺5万分の

1だから、100000/50000=2（cm）
3イウを測ると4cmです。

4*50000=200000（cm）
200000 cm=2000 m=2km
時速4kmで歩くと、
2/4=0.5（時間）→ 30分

3

40&
6cm

約5cm

3

86〜87ページ
1 1
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2
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比例と反比例

112　23　3y
ワイ
　4 x

エックス
　5比例　2115　215　315　4150

1130　22　330　430　530　2130　230

1㋐16　㋑20　㋒24
22倍、3倍、…になる。
3比例している。

4 2
1 倍、1

3 倍になる。

1㋐4*4=16　㋑4*5=20
㋒4*6=24

32から、xの値
あたい
が2倍、3倍、…になると、yの

値も2倍、3倍、…になることがわかるので、y
は xに比例しているといえます。
4yが xに比例するとき、xの値が□倍になれば、

yの値も□倍になります。
1㋐15　㋑20　㋒25　㋓30
2比例している。
3y=x*5
490 cm

2xの値が2倍、3倍、…になると、yの値も2倍、
3倍、…になっています。

4y=x*5の xに 18をあてはめて、
y=18*5=90

1ア　2イ　3200　4直線
16　225　36　4150　52.5　62.5　760　82.5　960　0150

1㋐6
㋑12
㋒18
㋓24
㋔30
2右の図
3㋐27 l
㋑5分

1水の量 y=3*ためた時間 x　で表されます。
3は1分間にたまる水の量です。

20の点を通る直線になります。
3㋐�横の軸

じく
の9のところを通る縦

たて
の線とグラフの交

わる点の、縦
たて
の軸の目もりを読み取ります。

㋑�縦の軸の 15のところを通る横の線とグラフの
交わる点の、横の軸の目もりを読み取ります。

600枚 工作用紙の重さは、枚
まい
数に比例しているので、

3000 gは 150 gの何倍になっているかを考えま
す。3000/150=20だから、重さは 20倍に 
なっています。枚数も 20倍だから、
30*20=600（枚）です。また、工作用紙1枚の
重さを求めてから、枚数を求めてもよいです。

140 g　2y=8*x　345 cm 1グラフで、x=5のとき、y=40です。
2針
はり
金
がね
の長さが1cm増えると、針金の重さは、

40/5=8（g）増えます。
yは xに比例するから、y=8*x
3360=8*xより、x=360/8=45

16　24　33　42　5 1
2　6

1
3　7

1
4　8

1
2　92　03　Q反

はん
比
ぴ
例
れい

13
88ページ
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19cm#

2 2
1 倍、1

3 倍、…になる。

32倍、3倍になる。
4反比例している。

1三角形の面積=底辺*高さ/2
表から、底辺*高さが 18になっているので、
18/2=9（cm#）
42、3から、xの値が□倍になると、yの値は 

1
□
倍になっていることがわかるので、yは xに

反比例しているといえます。
㋐25　㋑15　㋒5　㋓12　㋔3　㋕15
㋖10
反比例しているもの…い

あ残りのペンキの量は、30-使ったペンキの量
で求められます。xが5→10と2倍になるとき、

yは 25→20で 2
1 倍になりません。

い時間=道のり/速さで求められます。
表のどこで見ても、xが□倍になると、

yは 1
□
倍になっています。

う長方形の「縦+横」は、まわりの長さの半分にな
るから、縦+横=25（cm）になります。
xが5→10と2倍になるとき、yは 20→15で

2
1 倍になりません。

116　212　34　412　512　2112　212

3112　28　312　412　58　6 2
3（1.5）

1イ　2エ

1㋐10　㋑6　㋒5　㋓3　㋔2
2反比例している。
3x*y=30（y=30/x）
42.5分
5

121日
2x*y=42（y=42/x）
36人

130/1分間に入れる水の量で時間を求めます。

2xが□倍になると、yは 1
□
倍になっています。

3反比例の式は、x*y=きまった数　または、
y=きまった数/xになります。
43の x*y=30の式に、x=12をあてはめると、

12*y=30　　y=30/12=2.5
5表から、（x=1、y=30）になる点、
（x=2、y=15）になる点、…と、8個の点をと
ります。

12人ですると、かかる日数は 2
1 になります。

23人でこの仕事をすると、かかる日数は 1
3 にな

ります。人数 xが2倍、3倍になると、かかる

日数 yは 2
1 倍、 1

3 倍となることから yは xに

反比例しているといえます。
x=1のとき y=42、x=2のとき y=21、…
より、x*y=42になります。

3x*y=42に y=7をあてはめると、
x*7=42　　x=42/7=6

93ページ
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2 2
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比例するもの
記号…㋓、式…y=50*x
反比例するもの
記号…㋑、式…x*y=30（y=30/x）

式が y=□*xとなるものが比例、x*y=○とな
るものが反比例です。㋐は y=x*x、㋒は
y=200-xとなるので、比例でも反比例でもあ
りません。

1使ったガソリンの量 x l
2y=12*x
3右の図
415 l

　

1使ったガソリンの量 xが2倍、3倍になると、
道のり yも2倍、3倍になります。
2走った道のり y=12*使ったガソリンの量 x
3グラフは、横の軸と縦の軸が交わる0の点を通る
直線になります。
縦の軸の1目もりは、10 kmになっていること
に注意して、（x=5、y=60）の点や
（x=10、y=120）の点をとって直線をひきます。
4y=12*xの yに 180をあてはめて、

180=12*x　　x=180/12=15

式　5000/400=12.5
50*12.5=625 答え　625本

5kgは 400 gの何倍かを考えます。
kgと gなので、単位を gにします。
5000/400=12.5で、重さは 12.5倍になって
いるので、本数も 12.5倍になります。
また、1本の重さを求めて、5kgが何本になるか
を求めてもよいです。
400/50=8　　5000/8=625

1

2反比例している。
3x*y=18（y=18/x）
4

　

1時間=道のり/速さの関係があります。
道のりは 18 kmで一定なので、表の yは、左か
ら順に、
18/1=18、18/2=9、…、18/18=1
となります。
2xの値が2倍、3倍、…になると、

yの値は 2
1 倍、1

3 倍、…になっているから、

yは xに反比例します。
3道のり=速さ*時間です。
道のりは 18 kmで、速さは時速 x km、時間が
y時間なので、
x*y=18
になります。
1同じ長さのリボンの値

ね
段
だん
を比べます。

2横の軸の4のところを通る縦の線とグラフの交わ
る点の、縦の軸の目もりを読み取ります。
3Ⓐ…800/4=200（円）
Ⓑ…600/4=150（円）

11人ですると6倍の日数がかかるので、
8*6=48（日）

2yは xに反比例するので、
x*y=48
3x*y=48より、x*3=48
よって、x=48/3=16

1Ⓐ
2Ⓐ800円　Ⓑ600円
3Ⓐ200円　Ⓑ150円

148日
2x*y=48（y=48/x）
316人

96〜97ページ
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データの活用

1112　216.5　317.1
2118.8　218.8　316.7　417.4
32020

11972年…36.7 W、2022年…38.9 W
21972年…4日、2022年…9日
31972年…34.1 W、2022年…33.8 W
41972年…34.4 W、2022年…34.4 W

11972年は8日の気温、2022年は2日、3日
の気温です。
21972年は8日、13日、14日、19日、

2022年は1日、2日、3日、8日、9日、10日、
11日、12日、16日です。

31972年…682.4/20=34.12→ 34.1 W
2022年…676.3/20=33.815→ 33.8 W

4値
あたい
の小さい方から数えて 10番目と 11番目の値

の平
へい
均
きん
値
ち
を求めます。

1972年…(34.4+34.4)/2=34.4（W）
2022年…(34.2+34.5)/2=34.35

→ 34.4 W
1いちばん高かった気温　22022　3多い
4中央値　5平均値　61972　7高い
8判

はん
断
だん
できません

7は「大きい」、8は「わかりません」のような表現で
もよいです。

11977　223　34　442　5しながわ
2111　25　34
3111　220　340
4112　2しんじゅく　320　440
5142　240　360

1

2㋐22　㋑40　㋒なかの　㋓しんじゅく
（㋒と㋓は入れかわってもよい）

2大きくはなれた値があるときは、データ全体の性
質を正しく判断できなくなる可能性があるため、
のぞいて計算する場合があります。
せたがや区をのぞいて平均値を求めると、
（977-94）万人/22=883万人/22
 = .40 1g（万人）
また、中央値は、人口が少ない方から数えて 11
番目のなかの区と 12番目のしんじゅく区の人口
の平均値になります。

14
98ページ

1

99ページ
1 1

2 2

100ページ
1

101ページ
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110点以上 20点未満
221点は中央値より大きいから。

代表値…最
さい
頻
ひん
値
ち
、個数…5個

1合計の人数が 30人なので、中央値は得点を低い
順にならべたときの 15番目と 16番目の得点の
平均値になります。
どちらも 10点以上 20点未満の階級にふくまれ
ているため、中央値もこの階級にふくまれます。
21から、中央値は 10点以上 20点未満の階級
にふくまれているので、21点は中央値より大き
いです。中央値より大きい値は高い方から 50 %
以内に入っています。
一度に5個買う人がもっとも多く、7人います。
最頻値である5個に決めるとよいでしょう。
平均値は、92/25=3.68で、約 3.7個、中央値
は4個ですが、4個は 25人中3人しかいません。

　

年
ねん
齢
れい
順に左からならべます。

今の6年1組について、
中央値は、回数の少ない方から数えて 10番目の値
で、 を数えて、21回です。
平均値は、(12+13+15+16*2+18+19
+20*2+21*2+22*3+23*2+24+26
+27)/19=380/19=20（回）
15年前の6年1組について、
中央値は、回数の少ない方から数えて 10番目の
21回と 11番目の 22回の平均値で、
(21+22)/2=21.5（回）
平均値は、
(13+16+17*2+18+19*2+20
+21*2+22*3+23*4+24+25+28)/20
=416/20=20.8（回）

1約 266万人　212　3鹿児島県の 156万人
4

112495/47=26 .5 8
6

g（万人）
2東京都から広島県までの 12の都道府県です。
347都道府県なので、中央値は人口の多い方から
数えて 24番目の鹿児島県の 156万人です。

4グラフの柱は左寄りに集まっています。
平均値は 200万人以上 300万人未満の階級に
入りますが、人口が 200万人未満の県が 31も
あります。
平均値はこの資料の代表値としてふさわしくあり
ません。

2

3

2

3
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1

年 　歳
以下 　歳　～

（％）0

2005 14

　歳
以下
14

　歳
以下
14

　歳以上6515 64

　歳　～ 　歳以上6515 64

　歳　～ 　歳以上6515 64

年2015

年2030

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

年齢別人口 1

2 最頻値 中央値 平均値
今の6年1組 22回 21回 20回

15年前の6年1組 23回 21.5回 20.8回

2

3

（都道府県）

（万人）

都道府県別人口

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 11001200130014001500
0

5

10

15

20

3

23/12/11 ぴったり _学図算数６年 _解答

三校



39

算数のまとめ

130.5、305、3050　227.6、2.76
147個　2570個
1<　2>　3=
115　211　34.9　44.9　546

61 20
7 27

20c m　7 25
11

通分して比べます。
15+3*4-2=5+12-2=15
25+3*(4-2)=5+3*2=5+6=11

6 5
4 120

11
20
16

20
11

20
27

20
7+ = + = =

7 * *
*

5
11

5
4

20
11

25
11

20
4

5

1

= =

19　27 112+x
エックス

=21　　x=21-12=9
2x*9=63 x=63/9=7

17　2 5
1

12 1
4　2 13

18

1最小公倍数…60、最大公約数…3
2最小公倍数…36、最大公約数…9

0.4、1
2、0.52、5

3、4
3、10

9

12.1　22.5　3117.76　4 20
3

52

115の倍数は、15、30、45、60、…
これらが 12でわり切れるか調べます。

分数は小数になおしてから比べます。

4 20
11

20
11

205
2

20
8 3- = - =

5 / * * *
* *.4

1
4

9 15
7 2 1 9 7 0

15 21 2= =

式　(10+14)*x/2 答え　9 台形の面積=(上底+下底)*高さ/2
(10+14)*x/2=108　　24*x=108*2
24*x=216　　x=216/24=9

1式　12*8/2=48 答え　48 cm#
2式　(3+5)*4/2=16 答え　16 cm#
1式　15*15*15=3375
 答え　3375 cm$
2式　20*12*15-12*5*10=3000
 答え　3000 cm$

1三角形の面積=底辺*高さ/2
2台形の面積=(上底+下底)*高さ/2
1立方体の体積=1辺*1辺*1辺
2大きい直方体の体積から小さい直方体の体積をひ
きます。

16　27　315　416　524

156.52 cm　2254.34 cm#

1 2

　

底面の形はそれぞれ三角形、五角形、八角形です。
面の数=底面の辺の数+2
頂
ちょう
点
てん
の数=底面の辺の数*2

辺の数=底面の辺の数*3
1円周=直径*3.14
2円の面積=半径*半径*3.14
ひし形は線対

たい
称
しょう
な図形でも、点対称な図形でもあり

ます。平行四辺形は点対称な図形ですが、線対称な
図形ではありません。

104ページ
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1㋐、㋒、㋓、㋔　2㋐、㋒、㋓、㋔
3㋒、㋓　4㋐、㋒
150　2130　3145

1(180&-80&)/2=50&
2360&-50&*2=260&　　260&/2=130&
3360&-(85&+70&+60&)=145&

1式　7*6/2-7*4/2=7 答え　7cm#
2式　4*4*3.14/2-2*2*3.14/2
　=18.84 答え　18.84 cm#

1(大きい三角形の面積)-(小さい三角形の面積)
2大きな半円は半径4cm、白い小さな半円は半径

2cmです。
1 2

　

1点Ｏ
オー
から、各頂点を通る直線をひき、点Ｏからの

長さが2倍になるように対応する点をとります。
2点Ｏから各頂点を結ぶ直線をひき、そのまん中の
点が対応する点になります。

1面Ｄ
ディーシージーエイチ
ＣＧＨ

2辺Ａ
エー
Ｄ、辺Ｂ

ビー
Ｃ、辺Ｆ

エフ
Ｇ、辺Ｅ

イー
Ｈ

3辺ＢＣ、辺ＦＧ、辺ＥＨ
4辺ＡＢ、辺ＡＥ、辺ＤＣ、辺ＤＨ
5面ＢＦＧＣ、面ＥＦＧＨ
6面ＡＢＦＥ、面ＤＣＧＨ

3直方体の面はすべて長方形なので、辺ＡＤと辺ＢＣ、
辺ＥＨが平行です。また、辺ＢＣと辺ＦＧが平行
なので、辺ＡＤと辺ＦＧも平行です。
5辺ＡＤに平行な辺をふくむ面を答えます。
6辺ＡＤに垂

すい
直
ちょく
に交わる2本の辺をふくむ面を答え

ます。
1.6 m#、16000 cm# 単位をそろえます。0.8*2=1.6（m#）

80*200=16000（cm#）
1 2

　

1対
たい
称
しょう
の軸
じく
からの長さが等しくなるように、対応す

る点をとります。
2対称の中心からの長さが等しくなるように、対応
する点をとります。

1式　(5*5*3.14)*4=314
 答え　314 cm$
2式　(8*7/2)*15=420 答え　420 cm$

15*5*3.14*4の計算は、5*5*4を先にす
ると楽になります。
5*5*4*3.14=100*3.14=314
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1式　11*6=66 答え　66 cm#
2式　9*14/2=63 答え　63 cm#

1平行四辺形の面積=底辺*高さ
2ひし形の面積=対角線*対角線/2

1150&
2144&

1三角形ＡＤＥは正三角形なの
で、右の図で、
角㋑=90&-60&=30&
三角形ＡＢＥはＡＢ=ＡＥの
二等辺三角形なので、
角㋒=(180&-30&)/2=75&
同じようにして、角㋓=75&なので、
角㋐=360&-(75&+60&+75&)=150&
2十角形は、10-2=8（個）の三角形に分けられ
るので、角の和は、180&*8=1440&
1440&/10=144&

12.5 cm 直径は、78.5/3.14=25（cm）なので、半径は、
25/2=12.5（cm）

172 cm$
2315.84 cm$

1底面は台形と三角形を合わせたものなので、底面
積は、(3+5)*3/2+4*3/2=18（cm#）
求める体積は、18*4=72（cm$）
2底面は長方形から半円をのぞいたものなので、
底面積は、8*12-6*6*3.14/2
　　　　　=96-56.52=39.48（cm#）
求める体積は、39.48*8=315.84（cm$）

1角Ｅ　22：3　3 2
3 倍（1.5倍）　418 cm 216：24=2：3

412*2
3=18（cm）

1l　2kg 2卵
たまご

1個の重さは 50～60 gくらいです。
西川町 東山町…14000/55=254.54…

西川町…18000/70=257.14…

　

ＣＤの枚
まい
数
すう
の合計は 24000枚です。

ポップス　　7920/24000*100=33
ロック　　　6480/24000*100=27
クラシック　3360/24000*100=14
ジャズ　　　3120/24000*100=13
演歌　　　　2400/24000*100=10
その他　　　 720/24000*100=3

19：5　2630円 1450：250=9：5

2かつやさんが x円出すとすると、
9：5=x：350　　x=9*70=630

　

109ページ
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1

2y=6*x
3

　

3グラフは、（x=0、y=0）を表す点と
（x=5、y=30）を表す点を直線で結びます。

1200 g　26本 12-1.8=0.2　　0.2 kg→ 200 g
23l=3000 mlなので、3000/500=6（本）

1秒速 12.5 m、時速 45 km
224分

1秒速…750/60=12.5（m）
時速…750*60=45000（m）→ 45（km）

21.8/4.5=0.4（時間）、60*0.4=24（分）
1折れ線グラフ
2棒

ぼう
グラフ

3円グラフ（帯グラフ）

変化のようすは、折れ線グラフ、数量を比べるとき
は、棒グラフ、割

わり
合
あい
を示すときは、円グラフや帯グ

ラフが適しています。
1x*y=120（y=120/x）
28分

1表から、x*y=120
2x*y=120の xに 15をあてはめると、

15*y=120　　y=120/15=8
1◯　2△　3△　4◯ 1円周の長さは、半径*2*3.14、つまり、

半径*6.28と表せるので、比例です。
2縦

たて
の長さ*横の長さ=24で、反比例の式です。

3速さ*時間=10　　反比例です。
4針金の重さ=85*長さ　　比例です。

すじ道を立てて考えよう

1イ　2イ

1ウ　2ウ

1アのとうにあるＢ
ビー
をイのとうに移します。

2ウのとうにあるＡ
エー
をイのとうに移します。

1アのとうにあるＣ
シー
をウのとうに移します。

2イのとうにあるＢをウのとうに移します。

5 針
はり
金
がね
の長さと重さ

長さ x（m）0 1 2 3 4 5 6
重さ yワイ（g） 0 6 12 18 24 30 36

y（g）

x（m）

針金の長さと重さ

30

0

10

20

1 2 3 4 5 6

5
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1 2

　

1線対
たい
称
しょう
な図形では、対応する点は、対称の軸

じく
から

の長さが等しくなります。
2点対称な図形では、対応する点は、対称の中心か
らの長さが等しくなります。

150*x
エックス
　2x/3　312*x+3

4x*5/2
119　26.5　33　456

文字が数字だとしたら、どんな式になるかを考えま
す。
1x+12=31 x=31-12=19
2x-4.8=1.7　　x=1.7+4.8=6.5
3x*25=75 x=75/25=3
4x/8=7 x=7*8=56

11 2
1

2
3
c m　21 5

1
5
6
c m　3 6

5　42 3
2

3
8
c m

52 10
1

10
21
c m　6 4

1

3 * *11
111 6

5
11
5

6
5

6
5

1

1

= =

6 / / *
*

12 5
5 3

12
5 1 3

2
12
5

3
5

4
1

4 1

1 1

= = =

1 l l1 1
15 15

16
c m　2 1

16 kg 1いくつ分=全部の大きさ/単位量あたりの大きさ
2全部の大きさ=単位量あたりの大きさ*いくつ分

111点　29.5点　39.5点
4㋐1　㋑3
㋒9　㋓2
㋔1

　

2点数が低い方から8番目は9点、9番目は 10点
だから、(9+10)/2=9.5（点）

3(3+5*2+7+8*2+9*2+10
+11*4+12+14+18)/16

=152/16=9.5（点）
4「以上」、「未満」に注意します。たとえば、8点の

2人が入る階級は、「4点以上8点未満」ではなく、
「8点以上 12点未満」になります。

1㋐、㋑、㋓、㋔、㋕
2㋒、㋓、㋕
3㋐、㋑、㋔
4㋒
5㋕

下の図のようになります。

5対角線が対称の軸になるのは、この中では、正六
角形だけです。

1 エー

ビー

A

B

オー

O

1

2

3

2

3

4 4

5 5

6

（点）

（人）漢字テストの点数

4 8 2016120
0

10

5

6

7 7

二等辺三角形
線対称

平行四辺形
点対称

正三角形
線対称

長方形
線対称
点対称

正六角形
線対称
点対称

正五角形
線対称
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13 配っただんごの個数は (6*x)個で、これに2個を
たすと 80個になるので、
6*x+2=80　　6*x=80-2
6*x=78 x=78/6=13

式　 * /5 2 3 4
3 2 3

2=  答え　 cmcm2 3
2

3
8
c m ひし形の面積=対角線*対角線/2

もう1本の対角線の長さを x cmとすると、

* /x3 53 4 2= 　　 * *x3 4
3 5 2=

* / * *x 5 2 3 4
3 5 2 15

4= =

 3
8 2 3

2= =

16通り　210通り　310通り 1うめぼしをう、たらこをた、しゃけをしとします。

20は十の位の数にはなりません。

3

1 10
7（0.7）　2 15

7 　3 1
5　4

1
3

5 3
2　6 1

5（0.2）

1 .0 2 2
1

10
2

10 102
1

10
2 5 7+ = + = + =

2 .0 1 1 78 3 5
4

3 15
12

15
5

15= = =- - -

3 */ * *
* *1 2

3 3
2

5 3 2 5
1 3 2

5
1= =

4 * / * *
* *12

5
2
1

8
5 5 1 8

3
1

12 2 5= =

5 / . * * *
* *1 0 33 5

3
3 3 5

1 10 3
3
2= =

6

78.5 cm# 直径は、31.4/3.14=10（cm）で、半径は5cm
なので、面積は、5*5*3.14=78.5（cm#）

1251.2 cm$　2120 cm$ 円柱・角柱の体積=底面積*高さ
1(4*4*3.14)*5=251.2（cm$）
2(5*4/2)*12=120（cm$）

13：5　24：3 11.5：2.5=15：25=3：5

2 * *3
2

2
1 4 33

2 6 2
1 6： ： ：= =d dn n

8 8

9 9

1 1

う
た し
し た

た
う し
し う

し
う た
た う

1
4
2
0

2
4
0

3
4
2
0

4
2
0

あ

な

た

さ

か

か

な

た

さ
さ

な

た

た な

2 2

. * . / * /

* *
* *

.0 0 10
2

1

12 7 0 42 100
12 7

100
4

100 10 42
12 7 100

5

=

= =

3 3

4 4

5 5
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18　296　398　445 12：3=x
エックス
：12　　x=2*4=8

3x：42=7：3　　x=7*14=98

60 cm

　

4+3=7だから、

妹の分は全体の 7
3 になります。

140*7
3=60（cm）

目もりの数を数えて辺の長さを調べま
す。
ななめの辺は、右の図のようにして調
べます。

1㋐x*y
ワイ

=36（y=36/x）
㋑y=200*x
2

1㋐は反比例で、x*y=きまった数
または、y=きまった数/xになります。
㋑は比例で、y=きまった数*x
きまった数は、y/xの商 200です。
2（x=0、y=0）を表す点と、（x=6、y=1200）
を表す点を直線で結びます。

12通り 4人をそれぞれ㊀、㊁、㊂、㊃とします。㊀、㊃と
㊁、㊂をひとまとめにした ㊁、㊂ の3つをならべ
る方法は6通りあります。このそれぞれについて、
㊁、㊂をならべる方法が2通りずつあるので、全部
で、6*2=12（通り）です。

113.76 cm#　214.13 cm# 1色のない部分を合わせると、半径4cmの円にな
ります。8*8-4*4*3.14
　　　　=64-50.24=13.76（cm#）
2 の部分を対角線について対称な位置に移
すと、半径6cmの円を4等分した形をさらに2
等分した形になります。
(6*6*3.14/4)/2=28.26/2
 =14.13（cm#）

1㋐　270枚
まい
　3㋐ 1横の軸

じく
の目もりが 60のところを見ると、㋐の縦

たて

の軸の目もりは 70、㋑は 50なので、㋐の方が
速いです。
2横の軸の目もりが 60のところを見ます。
360分間に㋐は 70枚、㋑は 50枚印刷します。

150分では何枚印刷するかを求めると、
㋐70/60*150=175（枚）
㋑50/60*150=125（枚）

6 6
*4

*4

*14

*14

7

8 エイチ

Ｅ

Ｆ Ｇ

Ｈ

イー

エフ ジー

エル

ケイ

Ｉ

Ｊ Ｋ

Ｌアイ

ジェー

7

8 Ａ

Ｂ 2

4

9

200

400

600

800

1000

1200

0

y（円）

x（m）
1 2 3 4 5 6

リボンの長さと値段

9

10 10

11 11

12 12
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126　240　310.2　42.7　556.7

634　71 20
3

20
23
c m　8 24

5 　9 14
5 　0 5

3
1*、/の計算は+、-の計算より先にします。

8+6*3=8+18=26
2（　）の中の計算を先にします。

12*(5-2)+4=12*3+4=36+4=40

8 12
7

8
3

24
14

24
9

24
5= =- -

0 / *
*
4

12
4
1

12
5

5
1

5
3

1

3

= =

125　2 3
4（0.75） 1x

エックス
+18=43　　x=43-18=25

212*x=9　　x=9/12=12
9

4
3=

15.9点　25点　36点 データをドットプロットに表すとよいです。

1(2+3+4*2+5*4+6*3+7*2+8
+9*2+10)/17=101/17=5.94…
2もっとも多く現れた値

あたい
は、 が4個の5点です。

3データの数が 17なので、中央値
ち
は小さい順にな

らべたときの9番目の値です。左から を数えて
いくと、9番目の は6点の上にあります。

1

2

　

人数を調べるときは注意しましょう。人数をまちが
えると、2のグラフもまちがってしまいます。
1データの35 kgは、「30～35」（30 kg以上35 kg
未満）の階級ではなく、「35～40」（35 kg以上
40 kg未満）の階級に入ります。
2柱（長方形）は、間をあけずにつなげてかきます。
棒
ぼう
グラフとはちがいます。

165&　2125& 1105&のとなりの角は、180&-105&=75&です。
㋐の角の大きさは、
180&-（40&+75&）=65&
また、㋐+40&=105&という関係があります。
2四角形の4つの角の大きさの和は 360&です。

360&-（85&+60&+90&）=125&

1 1

2 2

3 3

（点）2 3 4 5 6 7 8 9 10

4 男子の体重
体重（kg） 人数（人）
以上 未満 225～ 30

30～ 35 4
35～ 40 7
40～ 45 1
45～ 50 2
合計 16

男子の体重
10

5

0
25 30 35 40 45 50（kg）

（人）

4

5 5
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118 cm#　29.12 cm# 1（3+6）*4/2=18（cm#）
2

の和は円の面積の半分に等しいので、求め
る面積は、
(4*4*3.14)/2-4*4=9.12（cm#）

2.1 m$、2100000 cm$ 長さの単位をmにそろえると、
(2*3/2)*0.7=2.1（m$）
cmにそろえると、
(200*300/2)*70=2100000（cm$）
また、1m$=1000000 cm$です。

姉…105 cm、妹…75 cm

7：5のとき、全体の長さは7+5=12で表すこ
とができます。
姉のリボンの長さを x cmとすると、
7：12=x：180　　x=7*15=105

姉のリボンの長さは、105 cm
妹のリボンの長さは、180-105=75（cm）

1反比例する。式…x*y
ワイ

=2000
 （y=2000/x）
2比例する。式…y=70*x

1きまった道のりを行くのに、
速さを2倍、3倍、…にすると、

かかる時間は 2
1 倍、 3

1 倍、…になります。
（反比例）

道のり=速さ*時間の関係にあてはめると、
x*y=2000となります。
また、時間=道のり/速さにあてはめると、
y=2000/x
2きまった速さで歩くので、
歩く時間を2倍、3倍、…にすると、
進む道のりは2倍、3倍、…になります。（比例）
道のり=速さ*時間の関係にあてはめると、
y=70*x

115分
215分以上 20分未満
310分以上 15分未満
415分以上 20分未満
520 %

1450/30=15（分）
215分は、15分未満ではないので、入る階級は

15分以上 20分未満です。
310分未満までで、2+5=7（人）
次の 10分以上 15分未満に7人いるので 10番
目はこの階級に入ります。
4合計が 30なので、中央値は短い方から順になら
べたときの 15番目と 16番目の値の平均値です。
15分未満までで、2+5+7=14（人）
次の 15分以上 20分未満に 10人いるので、
15番目も 16番目もこの階級に入ります。

5通学時間が 20分以上の人は、4+2=6（人）
6/30*100=20（%）

6 6

- =+

7 7

8 8

7姉 5妹

180cm

*15

9 9

10 10
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1　　　2　　3　　　　　

42　5　　6

11　21.2　33.6　
え
25.12 cm#

xの値
あたい
が 5のときの yの値が 3だから、きまった数は

3/5=0.6　式は y=0.6*xです。
右の図の1の部分と、2の部分は同じ
形です。だから、求める面積は、直径
8cmの円の半分と同じです。
　4*4*3.14/2=25.12（cm#）

1式　6*4/2*12=144
答え　144 cm$

2式　5*5*3.14/2*16=628
または、5*5*3.14*16/2=628

答え　628 cm$

どちらも「底面積*高さ」で求めます。
1の立体は、底面が底辺6cm、高さ4cmの三角形で、高
さが 12 cmの三角柱です。
2の立体は、底面が直径 10 cmの円の半分で、高さが
16 cmの立体です。また、2は底面が直径 10 cmの円、
高さが 16 cmの円柱の半分と考えて、
｢5*5*3.14*16/2｣でも正解です。

線
��
対
��
称
しょう
…あ、い　　点対称…あ、え 1つの直線を折り目にして折ったとき、両側の部分がぴった

り重なる図形が線対称な図形です。また、ある点のまわりに
180&まわすと、もとの形にぴったり重なる図形が点対称な
図形です。

い、え いは6で、えは7でわると2：3になります。
1y=36/x　2いえます（いえる） 1 横=面積/縦

たて

　x*y=36としても正解です。
21の式は、y=きまった数/x　だから、xと yは反比
　例しているといえます。

1角Ｅ　24.5 cm
6通り
1中

ちゅう
央
おう
値
ち
･･･5冊

さつ

　最
さい
頻
ひん
値
ち
･･･5冊

25冊
3右のグラフ
46冊以上8冊未満
54冊以上6冊未満

1y=12*x　2900 l
3300000 cm$　450 cm
5（例）浴そうに水を 200 lためて
　　　シャワーを1人 15分間使うと、
　　　200+12*15*5=1100（l）、
　　　浴そうに水をためずにシャワー
　　　を1人 20分間使うと、
　　　12*20*5=1200（l）
　　　になるので、浴そうに水をためて
　　　使うほうが水の節約になるから。

2 形の同じ2つの図形では、対応する辺の長さの比はすべて
等しくなります。辺ＡＢと辺ＤＢの長さの比は2：6で、
簡
かん
単
たん
にすると1：3です。辺ＡＣと辺ＤＥの長さの比も

　1：3だから、1：3=1.5：□として求めます。
赤─青、赤─黄、赤─緑、青─黄、青─緑、黄─緑の6通り
です。
例えば、右のようにして
考えます。
1ドットプロットから、クラスの人数は 25人とわかります。
　中央値は、上から 13番目の本の冊数です。
2平
へい
均
きん
値
ち
は、125/25=5（冊）になります。

3ドットプロットから、2冊以上4冊未満の人数は7人、4
冊以上6冊未満の人数は8人、6冊以上8冊未満の人数は
7人、8冊以上 10冊未満の人数は3人です。

48冊以上 10冊未満の人数は3人、6冊以上8冊未満の人
数は7人だから、本の冊数が多いほうから数えて 10番目
の児童は、6冊以上8冊未満の階級に入っています。

55冊は4冊以上6冊未満の階級に入ります。
112*x=yとしても正解です。
5それぞれの場合の水の使用量を求め、比かくした上で「水
をためて使うほうが水の節約になる」ということが書けて
いれば正解とします。

1 15
14

3
2 15 5

49
d n

7
4

25
9

2

3

4

2

4
8cm

8cm

1

2

5 5

6 6

7 7

8 8

9

10

11

12

9

10

赤
青
黄
緑
青 黄 緑

黄
緑

11

12
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